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(57)【要約】
【課題】利用者にとって、身近に省エネルギーの目標を
持てる電力管理システムおよび電力管理サーバを提供す
る。
【解決手段】電力管理サーバは、各家庭からの電力計の
出力値を電力計データ入力部から入力する（Ｓ１１）。
次に、気象情報を気象情報入力部から入力する（Ｓ１２
）。制御部は、入力された気象情報と、データベースに
格納されている過去のその家庭の消費電力とに基づいて
、昨年と今年の同じ月における、家庭毎の消費電力の削
減度を演算する（Ｓ１３）。演算した削減度をその家庭
にデータ出力部を介して出力する（Ｓ１４）。各家庭の
表示装置には、電力管理サーバから出力された消費電力
削減度が表示される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
１以上の電気機器を有し、該電気機器の消費電力を検出する単位である所定の単位ごとに
設けられた、該単位ごとの消費電力を検出する電力計と、
　前記電力計のデータを収集する電力管理サーバと、
　を含む電力管理システムであって、
　前記単位には、表示装置が設けられ、
　前記電力管理サーバは、前記電力計からの消費電力を入力する消費電力入力手段と、
　気象条件を入力する気象条件入力手段と、
　前記消費電力入力手段に入力された前記単位ごとの消費電力と、前記気象条件入力手段
に入力された前記気象条件とに基づいて、前記単位ごとに、消費電力の削減量を示す消費
電力削減度を演算する演算手段と、
　前記演算手段によって演算された前記消費電力削減度を前記表示装置に表示させる表示
手段とを含む、電力管理システム。
【請求項２】
前記演算手段は、過去の所定期間の消費電力を基に、前記消費電力削減度を演算する、請
求項１に記載の電力管理システム。
【請求項３】
前記演算手段は、前記気象条件入力手段によって入力された温度に基づいて前記消費電力
削減度を演算する、請求項１または２に記載の電力管理システム。
【請求項４】
前記演算手段の演算した前記単位毎の消費電力削減度に基づいて、ランキングを作成する
ランキング作成手段をさらに含む、請求項１から３のいずれかに記載の電力管理システム
。
【請求項５】
前記表示手段は、前記ランキング作成手段の作成したランキングに基づいて、ランキング
の高い前記単位を前記表示装置に表示する、請求項４に記載の電力管理システム。
【請求項６】
１以上の電気機器を有し、該電気機器の消費電力を検出する単位である所定の単位ごとに
設けられた電力計から消費電力を入力する消費電力入力手段と、
　気象条件を入力する気象条件入力手段と、
　前記消費電力入力手段に入力された前記単位毎の消費電力と、前記気象条件入力手段に
入力された前記気象条件に基づいて、前記単位ごとに所定期間の消費電力の削減量を示す
消費電力削減度を演算する演算手段と、
　前記演算手段によって演算された消費電力削減度を前記単位に設けられた表示装置に表
示させる表示手段とを含む、電力管理サーバ。
【請求項７】
電力管理サーバにおける電力管理方法であって、
　１以上の電気機器を有し、該電気機器の消費電力を検出する単位である所定の単位ごと
に設けられた、電力計から消費電力を入力させるステップと、
　気象条件を入力させるステップと、
　入力された単位毎の消費電力と、気象条件とに基づいて、単位ごとに所定期間の消費電
力の削減量を示す消費電力削減度を演算するステップと、
　演算された消費電力削減度を単位に設けられた表示装置に表示させるステップとを含む
、電力管理方法。
　 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電力管理システム、電力管理サーバ、および、電力管理方法に関し、特に
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、省エネルギーの推進に貢献する電力管理システム、電力管理サーバ、および、電力管理
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在地球温暖化が進みつつあり、省エネルギーマインドが浸透しつつある。このような
省エネルギー対策を身近にさせるためのシステムが、たとえば、特開２００６－１１９９
３１号公報（特許文献１）や、特開２０００－１０６４２号公報（特許文献２）に開示さ
れている。特許文献１は、エネルギー利用者等の設備に関する情報、買電、自家発電また
は石油・ガス等の熱源というエネルギー源に関する情報データから、エネルギー利用者が
利用している建物等の設備に関するコスト、エネルギー消費量などについて分析し、計算
させ、エネルギー利用者の現状を他の建物用途別の平均値と比べることにより、その省エ
ネルギー性について評価する方法を開示している。
【０００３】
　一方、特許文献２は、節電装置に省エネルギー電力量算出部分を取り付け、エネルギー
削減効果を常時管理するシステムを開示している。
【特許文献１】特開２００６－１１９９３１号公報（要約）
【特許文献２】特開２０００－１０６４２号公報（要約）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の省エネルギーマインドを高めるシステムは上記のように構成されていた。特許文
献１によれば、エネルギー利用者の現状を他のものと比べることにより、その省エネルギ
ー性について評価しているが、その評価に使用される項目は大まかなデータであり、身近
な省エネルギー目標とすることはできなかった。
【０００５】
　また、特許文献２によれば、実際のエネルギー削減量を知ることはできるが、それが効
果のあるものなのかどうかがわからないという問題があった。
【０００６】
　この発明は、上記のような問題点に着目してなされたもので、利用者にとって、身近に
省エネルギーの目標を持てる電力管理システムおよび電力管理サーバを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
この発明に係る電力管理システムは、１以上の電気機器を有し、該電気機器の消費電力を
検出する単位である所定の単位ごとに設けられた、該単位ごとの消費電力を検出する電力
計と、電力計のデータを収集する電力管理サーバとを含む。単位には、表示装置が設けら
れる。電力管理サーバは、電力計からの消費電力を入力する消費電力入力手段と、気象条
件を入力する気象条件入力手段と、消費電力入力手段に入力された単位ごとの消費電力と
、気象条件入力手段に入力された気象条件とに基づいて、単位ごとに、消費電力の削減量
を示す消費電力削減度を演算する演算手段と、演算手段によって演算された消費電力削減
度を表示装置に表示させる表示手段とを含む。
【０００８】
　消費電力と気象条件とから、単位ごとに消費電力削減値を表示するようにしたため、実
態に即した省エネに対する貢献度を容易に知ることができる。
【０００９】
　その結果、身近に省エネルギーの目標を持てる電力管理システムを提供できる。
【００１０】
　好ましくは、演算手段は、過去の所定期間の消費電力を基に、消費電力削減度を演算す
る。
【００１１】
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　さらに好ましくは、演算手段は、気象条件入力手段によって入力された温度に基づいて
消費電力削減度を演算する。
【００１２】
　演算手段の演算した単位毎の消費電力削減度に基づいて、ランキングを作成するランキ
ング作成手段をさらに含んでもよい。また、このランキングに基づいて、ランキングの高
い単位を表示装置に表示してもよい。
【００１３】
　この発明の他の局面においては、電力管理サーバは、１以上の電気機器を有し、該電気
機器の消費電力を検出する単位である所定の単位ごとに設けられた、電力計から消費電力
を入力する消費電力入力手段と、気象条件を入力する気象条件入力手段と、入力手段に入
力された単位ごとの消費電力と、気象条件に基づいて、家庭ごとに所定期間の消費電力の
削減量を示す消費電力削減度を演算する演算手段と、演算手段によって演算された消費電
力削減度を単位に設けられた表示装置に表示させる表示手段とを含む。
【００１４】
　この発明のさらに他の局面においては、電力管理サーバにおける電力管理方法は、１以
上の電気機器を有し、該電気機器の消費電力を検出する単位である所定の単位ごとに設け
られた、該単位ごとに設けられた電力計から消費電力を入力させるステップと、気象条件
を入力させるステップと、入力された単位毎の消費電力と、気象条件とに基づいて、単位
ごとに所定期間の消費電力の削減量を示す消費電力削減度を演算するステップと、演算さ
れた消費電力削減度を単位に設けられた表示装置に表示させるステップとを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、この発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。図１は、この実施の形態
に係る電力管理システムを、電気機器を有する所定の単位としての家庭に適用した場合の
、電力管理システムの全体構成を示すブロック図である。
【００１６】
　ここで、所定の単位とは、消費電力を計測する単位のことである。所定の単位は、１つ
以上の電気機器と、その電気機器群の合計消費電力を測定する１つの電力計からなる。図
１を参照して、電力管理システムは、電力管理センタ１０に設けられた電力管理サーバ１
１と、複数の家庭２０ａ～２０ｄのそれぞれに設けられた電力計２１ａ～２１ｄおよび表
示装置２２ａ～２２ｄとを含む。各家庭の電力計２１ａ～２１ｄおよび表示装置は電力管
理サーバ１１とネットワーク回線２３ａ，２３ｂを介して接続されている。なお、電力計
２１ａ～２１ｄと表示装置２２ａ～２２ｄとは一体であってもかまわないし、ネットワー
ク回線２３ａ，２３ｂは同一の回線を使用してもかまわない。
【００１７】
　電力管理サーバ１１は、各家庭の電力計２１ａ～２１ｄから送信されてくる消費電力を
収集し、各家庭における一定期間ごとの消費電力の削減量を示す消費電力削減度を演算す
る。電力計２１ａ～２１ｄは、各家庭の消費電力を積算し、その値を電力管理サーバ１１
へリアルタイムで送信する。表示装置２２ａ～２２ｄは、電力管理サーバ１１が演算した
その家庭における消費電力削減度を表示する。
【００１８】
　図２は、電力管理サーバ１１の構成を示すブロック図である。図２を参照して、電力管
理サーバ１１は、電力管理サーバ１１全体を制御する制御部１２と、各家庭からの電力計
２１ａ～２１ｄのデータを入力する電力計データ入力部（消費電力入力手段）１３と、そ
の家庭が含まれる地域の温度、湿度、天候等の気象情報を入力する気象情報入力部（気象
情報入力手段）１４と、電力計データ入力部１３や気象情報入力部１４から入力されたデ
ータを格納するデータベース１５と、後に説明する消費電力削減度の演算を行った後に、
その演算結果を出力するデータ出力部１６と、各種情報を表示する表示部１７とを含む。
電力計データ入力部１３や、データ出力部１６は、ネットワーク２３ａ，２３ｂに接続さ
れている。
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【００１９】
　気象情報入力部１４は、図示のない気象台や気象センタ等からネットワーク２３ａ，２
３ｂを介して、リアルタイムで気象情報を入力する。
【００２０】
　データベース１５は、家庭ごとに、その家庭の消費電力や、その家庭の含まれる地域の
気象情報を格納する。
【００２１】
　次に、電力管理サーバ１１の制御部１２の動作について説明する。図３は、電力管理サ
ーバ１１の制御部１２の動作を示すフローチャートである。図３を参照して、電力管理サ
ーバ１１は、各家庭からの電力計２１ａ～２１ｄの出力値を電力計データ入力部１３から
入力する（ステップＳ１１、以下、ステップを省略する）。次に、気象情報を気象情報入
力部１４から入力する（Ｓ１２）。制御部１２は、入力された気象情報と、データベース
に格納されている過去のその家庭の消費電力とに基づいて、家庭毎の消費電力の削減度で
ある、消費電力削減度を演算する（Ｓ１３）。演算した消費電力削減度をその家庭にデー
タ出力部１６を介して出力する（Ｓ１４）。各家庭の表示装置２２ａ～２２ｄには、電力
管理サーバ１１から出力された消費電力削減度が表示される。したがって、制御部１２は
、演算手段、表示手段として機能する。
【００２２】
　この消費電力削減度の具体的な演算方法について説明する。ここでは、昨年と今年との
同じ月の削減度を演算する場合について説明する。データベース１５には、昨年度の同じ
月における気温と、今年度の気温と、昨年度の消費電力量と、今年度の消費電力量とが格
納されている。制御部１２は、これらのデータを用いて、以下の式を用いて消費電力削減
度を演算する。
【００２３】
　消費電力削減度＝（（今年度の消費電力量）／（昨年度の消費電力量））×（（今年度
の気温）／（昨年度の気温））
　一般家庭において、消費電力に影響が大きいのはエアコンであるため、温度の影響を考
慮して上記のように演算すれば、毎日の生活の実態に即した消費電力削減度を知ることが
できる。その結果、利用者にとって、身近に省エネルギーへの貢献度を知ることができる
とともに、その目標を持てるシステムを提供できる。
【００２４】
　なお、ここで気温とは、その地域の平均気温であってもよい。また、上記実施の形態に
おいては、月単位の消費電力の削減量を演算する場合について説明したが、これに限らず
、１週間単位であってもよいし、季節単位であってもよいし、年単位等の任意の期間ごと
に演算してもよい。
【００２５】
　また、家庭毎の消費電力の削減度を演算するだけでなく、各家庭の電力計２１ａ～２１
ｄの値から、消費電力削減度の高い家庭のランキングを作成して、それもあわせて各家庭
の表示装置２２に出力するようにしてもよい。そうすれば、より省エネマインドを持たせ
ることができる。なお、この場合、制御部１２はランキング作成手段として機能する。
【００２６】
　家庭に設けられた表示装置２２の表示例を図４に示す。ここでは、その家庭の削減度と
、ランキング情報も表示している。
【００２７】
　なお、上記実施の形態においては、気象情報として、温度を用いた場合について説明し
たが、これに限らず、天気や、湿度や、降水量や、日照時間等を考慮して削減度を演算し
てもよい。
【００２８】
　また、実施の形態においては、各家庭を所定の単位としたが、これに限らず、家庭内の
各部屋や部屋のグループを所定の単位としてもかまわない。この場合は、たとえば、家族
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きる。
【００２９】
　また、家庭内の各電気機器や電気機器のグループを所定の単位としてもかまわない。こ
の場合は、たとえば、照明器具群と空調機器群とで消費電力削減度を比較することができ
る。
【００３０】
　また、複数の家庭を所定の単位としてもかまわない。この場合は、たとえば、町内会ご
とに消費電力削減度を比較することができる。
【００３１】
　また、上記実施の形態においては、電力管理システムを家庭に適用した場合について説
明したが、これに限らず、店舗や、オフィスや、工場等に適用してもよい。
【００３２】
　さらに、各家庭等に、削減目標値を設定させ、その目標値に対する達成率等も表示する
ようにしてもよい。
【００３３】
　以上、図面を参照してこの発明の実施形態を説明したが、この発明は、図示した実施形
態のものに限定されない。図示された実施形態に対して、この発明と同一の範囲内におい
て、あるいは均等の範囲内において、種々の修正や変形を加えることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】この発明の一実施の形態に係る電力管理システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【図２】電力管理サーバの構成を示すブロック図である。
【図３】電力管理サーバの制御部が行う動作を示すフローチャートである。
【図４】表示装置への表示例を示す図である。
【符号の説明】
【００３５】
１０　電力管理センタ、１１　電力管理サーバ、１２　制御部、１３　電力計データ入力
部、１４　気象情報入力部、１５　データベース、１６　データ出力部、１７　表示部、
２０　家庭、２１　電力計、２２　表示装置、２３　ネットワーク回線。



(7) JP 2008-259308 A 2008.10.23

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

